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１． 研究計画の概要 

従来のデータ学習法は，データが生成され
る環境が定常的（即ち時間とともに変化しな
い）という大前提の下で理論が構築され，そ
の理論に基づいたアルゴリズムが開発され
てきた．しかしながら，近年の応用分野では
定常性が成り立たない場合が多い．本研究プ
ロジェクトの目的は，環境の変化に対応する
ための基礎理論，および，実用的なアルゴリ
ズム開発を行なう．そして，その成果をロボ
ティックスやブレイン・コンピュータインタ
ーフェースなどに応用する． 
 
 
２． 研究の進捗状況 
 計画の項目別に説明する． 
・基礎理論研究：環境が変化した場合に既存
の学習法がどのような影響を受けるかを数
理的に解明し，環境が変化した場合でもアル
ゴリズムが正しい答えに収束することを理
論的に保証するための一般論を構築した． 
・アルゴリズム開発：環境の変化の影響を吸
収できるアルゴリズムを開発した． 
・応用：開発した手法をブレイン・コンピュ
ータインターフェース，音声による話者識別，
顔画像からの年齢推定，強化学習によるロボ
ット制御に応用し，提案手法の有効性を示し
た． 
・情報発信：開発したアルゴリズムをウェブ
で一般公開した． ACM Transactions on 
Intelligent Systems and Technology におい
て特集号の co-editor を務めた．一連の研究
成果を本としてまとめており，MIT Press よ
り出版する予定である． 
 
 

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している 
理由：アルゴリズム開発は予定以上にスピー
ディに進捗し，研究プロジェクトの早い段階
で当該分野最難関の国際会議 NIPS を含む主
要な国際会議に論文が採択された．国内では，
画像の認識・理解シンポジウム 2008 
(MIRU2008)にて優秀論文賞，2010 年人工知能
学会 DMSM 研究会研究会優秀賞を受賞し，ま
た，研究代表者が所属する東京工業大学にて 
2008 年東工大挑戦的研究賞を受けた．そして
これらの研究成果が認められ，複数の企業か
ら産業応用の申し込みを受け，共同研究を開
始した．また，専門書出版社として世界的な
権威である MIT Press から，関連分野を幅広
く調査した書籍を編集し出版した．更に同出
版社より，本研究プロジェクトの成果を中心
的に含む単行本を出版する予定であり，現在
執筆中である． 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 すでに非定常環境適応の基礎アルゴリズ
ムは完成しているため，更なる応用分野の開
拓に努める．また，情報発信も積極的に行う．
具体的には，上述したように MIT Press より
専門書を出版するとともに，様々なソフトウ
ェアを無償で公開する． 
 一方，学術的な立場からは，非定常環境適
応学習の理論的研究を通して様々な新しい
研究課題が見つかりつつある．その一部はす
でに，JST さきがけプロジェクトとして採択
されるなど，新たな研究パラダイムの創生に
つながっている．引き続き，本研究プロジェ
クトの当初の枠組みに囚われ過ぎることな
く，新たな研究パラダイムの模索を続ける． 
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